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発行：第一中学校・中野富士見中学校統合委員会 
 

今号では、7 月１1 日に開催された第 3 回統合委員会での協議内容についてお知らせします。 

 

新しい学校名を募集します 
－「新校に望むこと」もお聞きします－

中野区立小・中学校の統合にあたっては、

該当校をいずれも廃止し、統合校を新しい

名称の新設校として設置することを原則 

としています。このため、統合委員会では、新しい学校にふさわしい名称を協議し、今年度中に教育

委員会に報告する校名候補を取りまとめたいと考えています。 

統合委員会では、新しい学校の名称を協議するにあたり、その参考とするため、関係する小・中学

校の児童・生徒やその保護者の方、地域の皆様などから、新しい学校の名称を募集することとしまし

た。また、この募集にあわせ、望まれる地域の学校づくりを進めるため、「新校に望むこと」について

も、お聞きすることとしました。 

 

 

１．応募用紙の配布 

 （１）児童・生徒、保護者（第一・中野富士見中学校、中野神明・多田・新山小学校） 

    このニュースに応募用紙がついていますので、その用紙をお使いください。 

 （２）地域にお住まいの方々など 

    第一・中野富士見中学校、南中野・弥生地域センターに備え付けの応募用紙をご使用くだ

さい。 

２．校名の制限 

 （１）文字の制限  漢字又はひらがなを使用してください（併用は可とします）。 

 （２）名称の制限  現在、中野区立の中学校名として使用している校名は使用できません。 

３．応募の方法 

  上記１の応募用紙に必要事項をご記入のうえ、次の場所に設置してある応募箱に投函してくだ

さい。 

  ◆応募箱設置場所・・・第一・中野富士見中学校、南中野・弥生地域センター 

   ※ 第一・中野富士見中学校、中野神明・多田・新山小学校の児童・生徒、保護者の方は、 

担任又は副校長先生に提出することができます。 

４．応募期限  

平成１９年９月５日（水） 

 

校名等の募集はこの方法で行います

 応募のあった校名は、個々の校名についての応募数を明らかにせず、そのすべてを統合委員会での

検討材料とします。なお、応募のあった校名を参考とし、最終的には統合委員会で校名候補を決定し

ますので、必ずしも応募数の多かった校名に決まるわけではありません。 

また、「新校に望むこと」として寄せられたご意見は、分類・整理し、望まれる新しい学校のあり方

を協議する題材として活用していきます。 
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統合新校の校舎として使

用する第一中学校校舎の改

修工事が行われます。 

前回の統合委員会では、この工事の概要について区の工事担当から説明を受け、施設整備に関す

る協議を行いました。今回の統合委員会では、前回の統合委員会で出された意見を踏まえ、引き続

き協議を行い、委員から主に次のような意見が出されました。 

・ 管理は大変だが、怪我が少なくなるので、天然芝による校庭の芝生化を実現して欲しい。 

 ・ 部活動なども制限されてしまうので、全面的な芝生化は難しいと思う。 

 ・ 現在の校庭面積の中での芝生化は、かえって体育の 

授業や部活動の支障となる恐れがある。 

・ 野球ができるようにネットフェンスの嵩上げを行う

など、新校における部活動の活性化を想定した施設整

備を行って欲しい。 

・ プールの整備については、コース数や附帯設備など、

具体的な内容を記述し、教育委員会へ報告していくべ

きだ。また、報告文の文書表現は、はっきりと必要性

を訴える記述として欲しい。 

◆ 前回及び今回の統合委員会で出された意見を踏まえ、統合委員会として教育委員会に報告する意

見の取りまとめを行うこととなりました。 

統合委員会では、校名等の検討と並行し

て、新しい学校にふさわしい標準服につ

いて検討を始めました。 

施設整備に関する協議を引き続き行いました

標準服についての検討を始めました

今回の統合委員会では、最初に標準服が必要かどうかについて協議を行い、委員から主に次のよう

な意見が出されました。 

 ・ 進学時に子どもたちの心の切替ができることや、新校としての統一感がもてることなどから、 

標準服はあった方がよいと思う。 

 ・ 自主性が培われるとう観点から、標準服はなくても良いという考え方もあるのではないか。 

 ・ 子どもからは、格好のよい標準服をつくって欲しいと言われている。 

 ・ ある公立校の学校説明会で、小学校の４・５・６年生の保護者の方にアンケートを行ったとこ

ろ、約９割の方から標準服は必要との回答があった。この地域でも同様だと思う。 

 ・ 経済的な面や生活指導の面などからも標準服を制定して欲しい。 

 ・ 子どもが朝着ていくものに悩まなくて済む点や、学校と家庭とのけじめをつけるという点で、

標準服は必要だと思う。 

◆ これらの意見を踏まえ、協議した結果、標準服を制定することを前提に、今後の協議を進めるこ

ととなりました。次回以降、精力的に標準服に関する協議を行っていきます。 
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今後の統合委員会は、 
・ ９月２１日（金） 
・１１月１４日（水） 
に開催する予定です。 

 統合委員会の会議要録は、区役所１階区政資料センターもしくは教育委員会ホームページでご覧になれます。 

 

 


